
集落における空間構成上の特性（その２）  

―沿海集落における高密集住を支える空間構造― 

               

日大生産工（研）○尾川陽一  日大生産工（院）  山本健司

                              日大生産工    宮崎隆昌

1. はじめに 

前稿では、沿海集落を対象に個と集団の「距

離感覚」と空間構造の関係性について、住居単

位を中心に検討した。本稿（その2）では既往

研究1) での対象地である離島集落と同じ地域

の沿海集落を対象に、集住単位・環境単位にお

ける「距離感覚」の輻輳関係を検討する。 

  

2. 日常生活での行為からみる「距離感覚」 

屋外空間での行為観測調査を実施し、生産・

生活・交流の実態を把握する。沿海集落での

磯・浜は①漁業生産作業の場②水産物の荷捌き

の場（搬出入）③漁業共同組合の場④漁業に関

する準備・打ち合わせ等を通じた交流の場⑤漁

船を係留する場等の機能を有し、生産・生活・

交流の場として大きな役割を果たす。 

そこで磯・浜に面する地区をA地区（磯・浜

が2方向ある場合には漁協と反対側をA’地区）、

店舗等がある地区をB地区、背後に山・崖等が

ある最奥地区をC地区とする(Fig.1-1,Fig.1-2)。  

金・高橋(1995)によると、J.ゲールは屋外空

間での人々の行為を「社会行為・任意行為・必

要行為」に分類している2)。社会行為が多いほ

ど空間は活用され、活気ある空間であるとして

いる。本研究では、それらを参考に屋外空間で

の行為をTab.1のように分類する。 

両集落の各地区で観察した行為の総数と行

為内容をFig.2-1,Fig2-2に示す。 

阿曽浦で行為数が最も多いのはA’地区で、次 
  
Fig.3 漁業活動を通しての交流（A地区）    Fig.4 漁業生産と交流の様子（B地区） 

Tab.1 行為分類
移動 歩行　原付・自転車での移動　

滞留 洗濯等の家事　外流しでの生産行為　操業前後の準備・後始末　漁網の修理

移動 散歩

滞留 打ち水　植木等の鑑賞・手入れ　夕涼み・休憩

移動 挨拶　歩行中の会話

滞留 漁業に関する情報交換・打ち合わせ等の会話　世間話　2人以上の会話

必要行為

社会行為

任意行為

 

 -

The characteristics of Spatial composition in the villages(Part2) 
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Fig.1-1 集落地図（阿曽浦）             Fig.1-2 集落地図（相賀浦） 
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Fig.2-1 行為観測結果（阿曽浦）          Fig.2-2 行為観測結果（相賀浦）
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Fig.5-1 漁協から各住居までの距離        Fig.5-2漁協から各住居までの距離 

   と常態間距離（阿曽浦）            と常態間距離（相賀浦）      
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Fig.6-1 集落の概念図（阿曽浦）           Fig.6-2 集落の概念図（相賀浦） 



いでB地区、C地区、A地区の順である。社会行

為はA地区、B地区でほぼ同数であり、C地区は

最も少ない。  

相賀浦で行為数が最も多いのはA地区で、次

いでB地区、C地区の順である。社会行為はA

地区で最も多く、次いでB地区、C地区の順で

ある。これは地形的条件が類似している離島集

落の菅島と同様の結果である。 

両集落とも磯・浜に面する地区（A地区、A’

地区）では漁港付近での会話や、漁業活動を通

しての交流が多く見られた(Fig.3)。B地区では、

店舗周辺での会話、玄関先で作業中に通りかか

った人との会話等が見られた(Fig.4)。 

以上、磯・浜は漁業活動や漁協付近の交流等、

行為数が増加する要素が多く存在し、社会行為

を誘発させている。磯・浜は生産・生活の中心

のみならず、交流の中心としても機能し、離島

集落で得られた知見とも一致する。 

 

3.集落内の各住居の位置と「距離感覚」の関係 

漁業集落での磯・浜は多くの機能と役割を担

っている。その中でも中核的な場である漁協を

基点とした各住居の位置と常態間距離の関係

を分析することで「距離感覚」の輻輳関係を考

察する。漁協を0m地点として30m毎の同心円を

想定し、漁協から各住居までの距離が同じ同心

円内に含まれる住居において、各常態間距離の

平均値を求める(Fig.1-1,Fig.1-2,Fig.5-1,Fig.5-2)。 

阿曽浦では210-240m区域を除き、D-N,D-H距

離（近隣住民と家族間の距離）は、3000～

4000mm間を維持しており、集落全体が同等の

「距離感覚」を有していると言える。 

相賀浦では、漁協から120m区域内ではD-N

距離はD-H距離に比べて短いが、120m付近が変

曲点となり長くなる。これは菅島との結果と同

様に、世帯の独立性が高まることが影響してい

ると考えられる。 

以上の結果は行為観測調査とも関連してい

る。阿曽浦では、三方が海に囲まれているため、

屋外空間の活発な地域が集落を囲んでいる。ま

た、210-240m区域の常態間距離が比較的長い

のは集落の端となっており屋外空間の行為が

少ないためだと考えられる。相賀浦では、D-N

距離が非常に短い90-120m区域には、店舗があ

り、屋外空間が活発である。 

以上より、屋外空間が活発であるほどその地

域の生活者は住居内での生活の中心の場を屋

外空間に近接させていると考えられる。 

 

4. 阿曽浦・相賀浦の集落構成の特性 

 阿曽浦・相賀浦では離島集落と同様、磯・浜

が重要な役割を担っている。しかし、陸上交通

もある阿曽浦・相賀浦では離島集落に比べて漁

協の中心性が希薄となっている。 

両集落の概念図をFig.6-1,Fig.6-2に示す。阿

曽浦では主な漁業活動を行う舟溜りの漁港（海

上交通の拠点）と漁協がある集落の出入り口

（陸上交通の拠点）があり漁業生産の中心とな

る場が複数存在している。さらに、それらの中

心に店舗等がある地域が位置するため、集落の

大部分の屋外空間が活発であり、半公的空間の

占める割合が高い。 

相賀浦では漁港（海上交通の拠点）と集落の

出入り口（陸上交通の拠点）が同じ海側にある

が同位置ではなく、集落の中心となる機能が二

ヶ所ある。漁協付近の屋外空間は活発であり、

さらに集落の出入口に直接通じる道と、集落の

中央を通る道が合流する屋外空間（店舗等があ

る区域）も活発である。漁協は中心的な機能を

有しているが、地形的条件が類似している離島

集落の菅島と比べると、漁協の中心性が希薄と

なっている。 

離島集落では海上交通のみのため漁港（磯・

浜）が集落の中心として最も機能しているが、

阿曽浦・相賀浦では陸上交通もあるため漁港の

中心性が薄くなっている。そのため、漁港（磯・

浜）を中心として捉え分析する離島集落の手法

が阿曽浦・相賀浦では必ずとも充分とは言えず、



生産行為面（漁港市場）と生活行為面（漁協・

店舗・公共施設）での二極分解している集落で

は輻輳した圏域構造となると考えられる。 

 

5.総括 

本研究では、離島集落とは異なる立地条件・

空間構成である沿海集落を対象に、集住単位・

環境単位の視点から個と集団の「距離感覚」に

ついて検討した。以下に得られた知見をまとめ

る。 

Ⅰ：行為観測調査において、阿曽浦ではA’地区、

相賀浦ではA地区で最も多く行為が観測で

き、社会行為は両集落ともA地区で最も多い。 

Ⅱ：阿曽浦ではD-N、D-H距離はほぼ同等であ

り、3000～4000mm（近隣住民と家族間の距

離）の間を維持している。 

Ⅲ：相賀浦では漁協から120m区域内の住居の

D-N距離はD-H距離に比べて短いが、120mを

越えると長くなる。 

 

阿曽浦・相賀浦では離島集落と同様に、磯・

浜に近いほど屋外空間は活発化され、それに関

連し、屋外空間が活発な地域の生活者は住居内

での生活の中心の場を屋外空間に近接させる

結果が得られた。離島集落では出入口が漁港だ

けであるため漁港の中心性が顕著に現れた。し

かし、海上交通だけでなく、陸上交通もある阿

曽浦・相賀浦では、阿曽浦の集落全体が持って

いる同等な「距離感覚」や、相賀浦の漁協（磯・

浜）付近だけでなく店舗等のある区域での活発

な屋外空間の行為等が観測でき、漁港（磯・浜）

を中心として捉え分析する離島集落とは異な

った現象が生じている。 
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